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研究成果の概要（和文）：消化管と視床下部をとの関連を形態の維持、代謝調節機構という観点から検討した。ラット
の実験において視床下部が小腸粘膜の増殖とアポトーシスを制御し恒常性維持に重要であることが判明した。膵臓、肝
臓の形態恒常性維持に重要な働きをしていることが判明した。経口摂取した脂肪と消化管形態の恒常性の維持との関連
を明確にし、中枢神経系の関与を明確にした。培養細胞を用いてアポトーシス関連の細胞内シグナル伝達系について検
討し、各種の増殖因子の発現との関連を明確にした。

研究成果の概要（英文）：The present study aimed to examine the relationship between hypothalamic function 
and mucosal growth regulation of the gastrointestinal tract. The hypothalamus regulated mucosal growth 
and apoptosis of the rat intestinal mucosa, and the regulation was also important in the pancreas and 
liver. Dietary fat was crossly related to maintenance of the mucosa in the gastrointestinal tract, and 
the hypothalamus partly regulated the mechanism induced by dietary fat. The present study demonstrated 
that signal transduction related to apoptosis and cell growth was partly controlled by the hypothalamus 
in the in vitro study.

研究分野：内科（消化器内科）
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１．研究開始当初の背景 
 
消化管の恒常性維持や生理機能の維持に
対する視床下部諸核との関連の検討は、様々
な実験動物で可能性が考えらており、機序に
関する検討は当研究室が中心で行っており、
国内外から注目を集めるものである。 
アポトーシスは増殖機構ともに形態維持
に重要な働きをしているが，生理機能との関
連を明確にした研究は少ない。 
 
２．研究の目的 
 
今回は小腸、膵臓、肝臓を中心に消化管の生
理機能に及ぼす視床下部諸核の関与とその
機序を検討する。 
 
３．研究の方法 
 
栄養素の消化吸収機構において重要な働
きをしているのが小腸粘膜で，消化吸収では
絨毛形態等の吸収面積の維持が不可欠であ
る。小腸においては形態の恒常性の維持に増
殖機構と共に定常的な細胞の死としてのあ
ぽとーが重要な役割をはたしている。小腸、
膵臓、肝臓の形態と機能の両者に及ぼす視床
下部諸核の関与を明らかにすることを目標
とし、代謝調節機構におよぼす中枢神経系の
関与を明確にした。従来用いてきた in vitro 
の実験系に加えて、小腸幹細胞培養系を中心
とした培養系を用いて以下を検討した。 
 
i) 視床下部諸核への液性物質の微量注
入と破壊の小腸、膵臓、肝臓等の増
殖機構への影響 
 

ii) 初代培養細胞を用いた胃粘膜細胞、
小腸粘膜細胞、肝細胞,膵臓細胞の再
構築モデルを用いて in vivo で得ら
れた実験結果の妥当性 

 
４． 研究成果 
 
i) ラットの実験において視床下部が小
腸粘膜の増殖とアポトーシスを制御
しており、小腸粘膜の恒常性維持に
重要であることが判明した。更に膵
臓、肝臓の形態恒常性維持にも重要
な働きをしていることを明らかにし
た。 
 

ii) オリーブ油、コーン油、牛脂を中心
に各種の脂肪摂取が消化管形態の恒
常性の維持に重要な働きをしている
ことを明確にし、その維持機構の一
部に中枢神経系が関与していること
が判明した。 

 

iii) 各種の細胞核純化を行いアポトーシ
スに関連する細胞内のシグナル伝達

系について検討し、各種の増殖因子
の発現との関連を明確にした。 
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